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2はじめに

◼ 第2回同時市場の在り方等に関する検討会（2023年9月20日）において、同時市場における調整力の区分・
必要量については、数値検証等も踏まえた技術的な検討が必要であることから、本作業会にタスクアウトすることと
されたところ。

◼ 上記を受け、第55回本作業会（2023年11月7日）において、以下2点についてご議論いただいた。

➢ 現行商品（5区分）の必要性（「予備力」としての扱い含む）

➢ 商品区分の見直し（再エネ誤差対応含む）

◼ 今回、第55回本作業会（2023年11月7日）においてご議論いただいた内容を踏まえ、「商品区分の見直し」に
ついて深掘り検討を行ったため、ご議論いただきたい。



3（参考） 本作業会へのタスクアウト項目

出所）第42回需給調整市場検討小委員会（2023年9月27日）資料4-1をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2023/2023_jukyuchousei_42_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2023/2023_jukyuchousei_42_haifu.html
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6前回議論の振り返り

◼ 第55回本作業会（2023年11月9日）において、商品区分の見直し（商品の集約）についてご議論いただき、
残る論点や課題については、引き続き検討を行うと整理したところ。

◼ また、ご議論の中で、特に揚水や蓄電池の経済的活用の観点から、二次①・二次②の商品集約について、その他の
論点と並行して検討を進めてはどうかとのご示唆もいただいたところ。

出所）第55回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会（2023年11月9日）資料2をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/chousei_sagyokai_55_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/chousei_sagyokai_55_haifu.html


7（参考）第55回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会 議事要旨（抜粋）

（一般送配電事業者メンバー）

◼ 並列要否の条件の差がなければ、二次①と二次②はほぼ同じような要件であるということから、これらを統合させて
二次調整力として扱うことができるのではないかと考えている。二次②の現状の必要量に関しては三次①側に統合
しつつ、商品要件としては二次①側に統合するという案である。インセンティブではなく商品区分を工夫、簡素化する
ことで対応できないかと考え、このようにご提案をさせていただく。

◼ 二次②について我々が想定している参入リソースは揚水や蓄電池である。特に揚水はご存じのように LFC 機能を
持っている。ただ、基本的には並列しておくと最低出力まで常に水を落としておかなければならず、非常に不経済に
なるため、BGは二次①には応札せずに二次②に応札してくると推測している。実際には LFC 機能はあるのだけれど、
EDCの二次②に応札しているというようなリソースもあると考えるため、そういうものは二次①側の二次調整力で活用
していくべきと考えている。

出所）第55回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会（2023年11月9日）議事要旨 抜粋
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/files/chousei_sagyokai_55_gijiyoushi.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/files/chousei_sagyokai_55_gijiyoushi.pdf


8前回議論を踏まえた残る論点の整理

◼ 前回までの議論を踏まえると、「商品区分の見直し」について残る論点は下表のとおり。

◼ 次章以降で論点１から順に各論点の検討を行う。

No. タイトル 論点

１
二次②、三次①の商品集約
（三次①インセンティブ案）

• インセンティブ設計により二次②、三次①の商品集約は可能か
• 具体的なインセンティブ設計をどう考えるか

２
三次①インセンティブ案、三次②
の商品集約

• 三次①インセンティブ案の考え方を拡張し、三次②を集約することは可能か
• 要件の統一が図れるか
• 何に対してインセンティブを付与するか

３ 一次、二次①の商品集約
• 一次、二次①を集約することは可能か
• 要件の統一が図れるか
• オフライン枠の取り扱いをどうするか

４ 二次①、二次②の商品集約
• 二次①、二次②を集約することは可能か
• 揚水や蓄電池の活用をどう考えるか

＜論点一覧＞
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10論点１：二次②、三次①の商品集約（三次①インセンティブ案）

◼ 前回議論を踏まえると、現行の二次②・三次①の商品を集約する一案として、二次②を三次①に集約したうえで、
三次①にインセンティブ設計を導入した三次①インセンティブ案が考えられるところ。

◼ 他方、インセンティブ設計の内容によってはSCUCロジックの複雑化や計算負荷が増大する懸念があることから、
具体的なインセンティブ設計は丁寧に検討を行う必要がある。

◼ この点、前回整理を踏まえ、まずは米PJMにおけるハイパフォーマンス設計等を参考にしながら、インセンティブ設計の
内容を検討していく。

出所）第55回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会（2023年11月9日）資料2をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/chousei_sagyokai_55_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/chousei_sagyokai_55_haifu.html


11論点１：二次②、三次①の商品集約（米PJMハイパフォーマンス設計）（１／３）

◼ 米PJMにおける調整力の商品は、平常時の時間内変動に対応する「Regulation」と、緊急時の電源脱落に対応
する「Reserve」の2商品に大きく分かれており、「Reserve」に関してはさらに3商品に細分化されている。

◼ 上記の調整力の商品のうち、「Regulation」においては、リソースのパフォーマンス（応動実績）を“約定”や“精算”
に反映させるインセンティブ設計（以下「ハイパフォーマンス設計」という。）が導入されている。

◼ 三次①インセンティブ案におけるインセンティブ設計を検討するにあたり、まずもって、「Regulation」に導入されている
ハイパフォーマンス設計が参考になると考え、調査を行った。

出所）第53回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会（2023年10月5日）資料2をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/chousei_sagyokai_53_haifu.html

※ 「Reserve」においては、ハイパフォーマンス設計は導入されておらず、これは「Reserve」の商品が応動時間
要件等により細分化されており、インセンティブを与えずとも緊急時の電源脱落に対応できるためと考えられる。

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/chousei_sagyokai_53_haifu.html


12論点１：二次②、三次①の商品集約（米PJMハイパフォーマンス設計）（２／３）

◼ ハイパフォーマンス設計とは、リソースのパフォーマンス（応動実績）が、“約定”や“精算”に対するインセンティブ付与
に活用される設計のことを指している。

◼ 米PJMにおいては、まず、リソースのパフォーマンスは、Performance Score（0.0000～1.0000）として、下式の
とおり算定される。

➢ Performance Score = 1/3 Accuracy + 1/3 Delay + 1/3 Precision

✓ Accuracy ：正確性（制御指令とリソース応動の関係性）

✓ Delay ：時間遅延（制御指令点と応動点間の遅延）

✓ Precision ：精度（制御指令値とリソース応動値の誤差）

◼ その後、算定されたPerformance Scoreやその他のコスト情報等を用いて、各リソースのコスト評価であるRankを
算定し、よりRankの低い（コストの低い）リソースから“約定”する仕組みとなっている。

➢ Rank = Adjusted Capability Offer Cost
+ Adjusted Performance Offer Cost

+ Adjusted Lost Opportunity Cost

✓ リソースのPerformance Scoreは、Rankを構成する各コスト算定式の分母に組み込まれており、
Performance Scoreが高ければ高いほどコスト（ひいてはRank）が低くなる算定式となっている。



13（参考）米PJMにおけるPerformance Score（１／２）

出所）PJM, “Performance Score Overview” （2022年9月20日）
https://www.pjm.com/-/media/committees-groups/task-forces/rmdstf/2022/20220920/item-04---performance-score-overview.ashx

https://www.pjm.com/-/media/committees-groups/task-forces/rmdstf/2022/20220920/item-04---performance-score-overview.ashx


14（参考）米PJMにおけるPerformance Score（２／２）

出所）PJM, “Performance Score Overview” （2022年9月20日）
https://www.pjm.com/-/media/committees-groups/task-forces/rmdstf/2022/20220920/item-04---performance-score-overview.ashx

https://www.pjm.com/-/media/committees-groups/task-forces/rmdstf/2022/20220920/item-04---performance-score-overview.ashx


15（参考）米PJMにおけるRank（１／２）

出所）PJM, “Regulation Overview” （2022年3月22日）
https://pjm.com/-/media/committees-groups/task-forces/rmdstf/2022/20220322/20220322-item-04-regulation-overview-education.ashx

https://pjm.com/-/media/committees-groups/task-forces/rmdstf/2022/20220322/20220322-item-04-regulation-overview-education.ashx


16（参考）米PJMにおけるRank（２／２）

出所）PJM, “Regulation Overview” （2022年3月22日）
https://pjm.com/-/media/committees-groups/task-forces/rmdstf/2022/20220322/20220322-item-04-regulation-overview-education.ashx

https://pjm.com/-/media/committees-groups/task-forces/rmdstf/2022/20220322/20220322-item-04-regulation-overview-education.ashx


17

“精算”パート

論点１：二次②、三次①の商品集約（米PJMハイパフォーマンス設計）（３／３）

◼ また、 Performance Scoreは約定のみならず、 “精算”にも影響を与える。

◼ “精算”は、約定リソースの容量確保価値および応動価値に対して行われ、それぞれ下式のとおり算定される。

➢ Capability Credit = Five minute-integrated Raw Regulation MW 
（容量確保価値） * Five minute Performance Score 

* Five minute Regulation Market Capability Clearing Price / 12

➢ Performance Credit = Five minute-integrated Raw Regulation MW 
（応動価値） * Five minute Performance Score 

* Mileage Ratio 
* Five minute Regulation Market Performance Clearing Price / 12

◼ 上式のとおり、容量確保価値および応動価値はPerformance Scoreによって補正される（Performance 
Scoreが高ければ高対価を得られる）仕組みとなっている。

◼ ここまでの調査を踏まえると、米PJMにおけるハイパフォーマンス設計のイメージは下図のとおりと考えられる。

＜米PJMのハイパフォーマンス設計のイメージ＞

Performance Score等から
Capability Creditおよび

Performance Creditを算出

Capability Creditおよび
Performance Creditを

もとに精算

Performance Score等から
Rankを算出

Rankの結果に基づき
約定量等を決定

リソースの応動実績より
Perfomance Scoreを算出

“約定”パート



18（参考） 米PJMにおけるRegulationの精算

出所）PJM, “Regulation Overview” （2022年3月22日）
https://pjm.com/-/media/committees-groups/task-forces/rmdstf/2022/20220322/20220322-item-04-regulation-overview-education.ashx

https://pjm.com/-/media/committees-groups/task-forces/rmdstf/2022/20220322/20220322-item-04-regulation-overview-education.ashx


19論点１：二次②、三次①の商品集約（インセンティブ設計）（１／５）

グループA グループB

リソースA リソースB リソースC

何らかの基準
（0.5以上ならグループAなど）

0.9 0.6 0.3
何らかの指標に基づいて算出した値

（Performance Score）

インセンティブを付与

＜シンプルなインセンティブ設計（イメージ）＞

◼ 一方、米PJMにおけるハイパフォーマンス設計は、Rank等の評価が複雑であることから、現行の米PJMにおける同時
最適ロジックには組み込まれていない状況。

◼ 三次①インセンティブ案については、同時最適ロジックに組み込むことを前提としているため、ハイパフォーマンス設計を
そのまま参照することは困難と考えられる。

◼ 上記を踏まえると、同時市場におけるインセンティブ設計は、米PJMのハイパフォーマンス設計（インセンティブ付与の
考え方）を参照しつつも、よりシンプルなインセンティブ設計とできるかが重要となる。

◼ この点、シンプルなインセンティブ設計の一案としては、比較的性能の高いリソースと、比較的性能が低いリソースを
大きく二分した上で、よりリソース性能の高いグループに対してのみインセンティブを与える設計とすることが考えられる。



20（参考） 米PJMの同時最適ロジックにおける調整力確保制約の取り扱い（１／２）

出所）PJM, “Energy and Ancillary Service Co-Optimization Formulation” （2022年1月1日） をもとに作成
https://www.pjm.com/-/media/markets-ops/energy/real-time/real-time-energy-and-ancillary-service-co-optimization-formulation.ashx

◼ 米PJMの同時最適ロジックは目的関数（コスト最小化関数）および制約条件（目的関数を満たす上での制約）
を組み合わせることで成り立っており、このうち制約条件については、大きく4つの制約条件が定式化されている。

◼ ここで、調整力の確保制約としては、「Reserve Requirement Constraints」しか存在しない（Regulationの
確保制約は定められていない）ことから、Regulationに関しては現行の同時最適ロジックに組み込まれておらず、
Regulationの確保は、同時最適ロジック外で（具体的にはRank等の評価により）決定しているものと考えられる。

【米PJMの同時最適ロジックにおける制約条件】

A. Power Balance Constraint：①需給バランス（kWh需給バランス）制約

B. Transmission Constraints：②送電容量制約

C. Resource Capacity Constraints：リソース内での容量制約

1. Resource’s Economic Maximum Constraint Limit

：kWhとΔkW（上げ）の合計が設備容量以内となる制約

2. Resource’s Economic Minimum Constraint Limit

：kWhとΔkW（下げ）の合計が最低出力以上となる制約

3. Resource’s Reserve Capability Constraints

：ΔkW約定量がRampRate（出力変化量）を出力を考慮した量以内となる制約

D. Resource’s Ramp Rate Constraints：リソースの出力変化量制約

E. Reserve Requirement Constraints：④調整力の確保制約

③リソース能力に
関する制約

（容量・出力変化量）

https://www.pjm.com/-/media/markets-ops/energy/real-time/real-time-energy-and-ancillary-service-co-optimization-formulation.ashx
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◼ 調整力確保制約（Reserve Requirement Constraints）は、商品ごとでなく、「Reserve」の応動能力ごとに
設定されており、また、エリア全体だけでなく、sub-zoneごとの必要量も満たすように確保する制約となっている。

【制約条件（④調整力の確保制約）】

※sub-zoneの制約式は割愛

10分以内に応動できる
商品(SR, NSR)の制約

30分以内に応動できる
全商品(SR, NSR, 
SecR)の制約

10分以内に応動でき、
系統連系されている
商品(SR)の制約

※sub-zoneの制約式は割愛

sub-zoneの制約式

エリア全体の制約式

（参考） 米PJMの同時最適ロジックにおける調整力確保制約の取り扱い（２／２）

出所）PJM, “Energy and Ancillary Service Co-Optimization Formulation” （2022年1月1日） をもとに作成
https://www.pjm.com/-/media/markets-ops/energy/real-time/real-time-energy-and-ancillary-service-co-optimization-formulation.ashx

https://www.pjm.com/-/media/markets-ops/energy/real-time/real-time-energy-and-ancillary-service-co-optimization-formulation.ashx


22論点１：二次②、三次①の商品集約（インセンティブ設計）（２／５）

◼ リソース性能の「高い」「低い」を分類するにあたり、周波数品質への影響を軽減する観点から、リソース応動特性等
を加味した指標、具体的には、第14回需給調整市場検討小委員会（2019年11月5日）において議論された
中間点や出力変化率等（以下「中間点等」という。）の考え方が参考になると考え、過去整理の振り返りを行った。

◼ 第14回需給調整市場検討小委員会（2019年11月5日）において、蓄電池のような出力を高速制御できる
リソース（離散制御型リソース）の増加による周波数品質への影響を低減させるため、中間点等の応動に係る規律
を需給調整市場の参入要件として定めることについて議論された。

◼ 過去議論においては、離散制御型リソースの量が少なければ系統の品質への影響は限定的である等の理由により、
三次①の市場開設時点で中間点等の設定は行わないことと整理されたものの、周波数品質への影響を低減させる
一案として、中間点等の設定は効果的であると考えられるところ。

出所）第14回需給調整市場検討小委員会（2019年11月5日）資料3をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2019/2019_jukyuchousei_14_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2019/2019_jukyuchousei_14_haifu.html


23（参考） 調整係数（応札電源評価）

◼ 第14回需給調整市場検討小委員会（2019年11月5日）においては、調整係数（応札電源評価）についても
議論された。

◼ 調整係数（応札電源評価）とは、調整力の調達において応動性能の高いリソースの入札価格に、一定の係数を
乗じることにより、調整力としての評価を高め、応札されやすくする仕組みであり、リソースへのインセンティブ付与方法
の一つとも考えられる。

＜応札電源の評価（イメージ）＞
応札電源の評価＝入札価格×α

◼ 当時の議論においては、商品を細分化したことで、調整係数設定を行わずとも各調整力の応動時間・継続時間の
整合という目的は果たされたと考え、調整係数の設定は不要と整理されたものの、裏を返せば商品を集約することに
なれば、調整係数の設定、すなわちインセンティブの付与について再度検討する必要があるとも考えられるところ。

出所）第14回需給調整市場検討小委員会（2019年11月5日）資料3をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2019/2019_jukyuchousei_14_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2019/2019_jukyuchousei_14_haifu.html


24論点１：二次②、三次①の商品集約（インセンティブ設計）（３／５）

◼ 前述の中間点等に係る過去整理を踏まえると、Performance Scoreに該当する簡易的な指標として、リソースの
応動特性を加味することのできる中間点設定の考え方を導入することが考えられる。

◼ 具体的には、制御指令から5分後（次期中給システムにおけるEDCの指令間隔）を中間点として設定し、中間点
における応動実績量が指令ΔkWの半分を上回るかどうか（現行の二次②の半分以上の能力を有するかどうか）を
一つの基準とし、以下のとおりグループ分けを行ったうえでグループAに対してインセンティブを与えることとしてはどうか。

➢ グループA：Performance Score≧0.5（二次②の半分以上の能力を有する）

➢ グループB：Performance Score＜0.5

◼ なお、中間点の設定値については、周波数品質維持や応札実績等の観点から適宜見直すこととしてはどうか。

時間

出力

時間

出力

時間

出力

中間点 中間点 中間点

指令 指令 指令

リソースA リソースB リソースC

応動特性
（イメージ）

インセンティブを付与

グループA グループB

Performance
Score = 0.8

Performance
Score = 0.5 Performance

Score = 0.2

＜インセンティブ付与のイメージ＞ Performance Scoreが
0.5以上ならグループA



25（参考） 次期中給システムにおけるEDCの指令間隔

◼ 第31回需給調整市場検討小委員会（2022年8月19日）において、中給システム仕様統一時のEDCの指令
間隔は、原則5分で統一されており、次期中給システムにおいても同じ仕様とされている。

出所）第31回需給調整市場検討小委員会（2022年8月19日）資料3をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_31_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_31_haifu.html


26論点１：二次②、三次①の商品集約（インセンティブ設計）（４／５）

◼ 次に、“約定”パートにおいて、グループAに対してどのようにインセンティブを付与するか検討を行った。

◼ 基本的にグループAに属するリソースの方がグループBより高いリソース性能を持つと考えられるため、周波数品質維持
の観点から、グループAに属するリソースを優先約定させるインセンティブを与えることが考えられる。

◼ 一方、上記インセンティブを同時最適ロジック上で必要以上に複雑なロジックとならないようどのように定式化するかが
課題であるところ、例えば、下図のとおりグループBの割合を一定未満とする（グループAの割合を一定以上とする）
制約を設ける、あるいは目的関数の一項にグループBの割合に応じたペナルティ項を付け加えることが考えられるか
（K値 or P値の設定や、ロジックの実現性、その他の制約条件がないか等は引き続き検討）。

෍

𝑛=1

𝑁

𝑇𝑛 ≧T

【目的関数（ペナルティ項を加える場合のイメージ）】

【三次①インセンティブ案の制約条件（イメージ）】

記号 説明

T 三次①インセンティブ案における必要量

𝑇𝑛 三次①インセンティブ案における供出可能量

N 三次①インセンティブ案のリソース台数

𝑇𝐴i 三次①インセンティブ案のうちグループAにおける供出可能量

𝑇𝐵j 三次①インセンティブ案のうちグループBにおける供出可能量

𝑁𝑎 三次①インセンティブ案のうちグループAのリソース台数

𝑁𝑏 三次①インセンティブ案のうちグループBのリソース台数

K 三次①インセンティブ案のうちグループBの割合上限値

P ペナルティ定数（円）

𝑀𝑖𝑛𝑖𝑚𝑖𝑧𝑒 𝑅𝑒𝑠𝑜𝑢𝑟𝑐𝑒 𝐸𝑛𝑒𝑟𝑔𝑦 𝐶𝑜𝑠𝑡𝑠 − 𝑃𝑟𝑖𝑐𝑒 𝑅𝑒𝑠𝑝𝑜𝑛𝑠𝑖𝑣𝑒 𝐷𝑒𝑚𝑎𝑛𝑑 𝑉𝑎𝑙𝑢𝑒 +○○ 𝐶𝑜𝑠𝑡𝑠 + 𝑃 × 𝐺𝑟𝑜𝑢𝑝 𝐵 𝑟𝑎𝑡𝑖𝑜

෍

𝑛=1

𝑁

𝑇𝑛 =෍

𝑖=1

𝑁𝑎

𝑇𝐴𝑖 +෍

𝑗=1

𝑁𝑏

𝑇𝐵𝑗

𝑁 = 𝑁𝑎+ 𝑁𝑏

制約式１：

制約式２：

制約式３：

𝐺𝑟𝑜𝑢𝑝 𝐵 𝑟𝑎𝑡𝑖𝑜 =
σ𝑗=1
𝑁𝑏 𝑇𝐵𝑗

σ
𝑖=1
𝑁𝑎 𝑇𝐴𝑖 + σ

𝑗=1
𝑁𝑏 𝑇𝐵𝑗

（記号の説明）

K >
σ𝑗=1
𝑁𝑏 𝑇𝐵𝑗

σ
𝑖=1
𝑁𝑎 𝑇𝐴𝑖 + σ

𝑗=1
𝑁𝑏 𝑇𝐵𝑗制約式４：

(下段はペナルティ項
を加える場合)

or
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◼ 米PJMでは、kWh確保とΔkW確保を同時に実施（最適化）することで、社会コスト最小化を実現している。

◼ 基本的な考え方は、「エネルギー（kWh供給）コスト」「抑制需要価値（需要の価格弾力性を考慮時）」に加え
「調整力確保費用」の合計、つまりkWh・ΔkW供給コストと経済DRコストを最小化するロジックとなっている。

（参考） 米PJMにおけるkWh・ΔkW同時最適化ロジック（Co-opt）の基本的な考え方

【最適計算で最小化する目的関数】：主にエネルギーコスト、抑制需要価値、調整力確保コストの合計

他ISOとの授受分
（日本では関係なし）

調整力確保費用
※商品ごとに、量×価格

需給バランス違反・送電制約
違反等のペナルティ項目

※抑制量なのでマイナスMWとなる
（価格弾力性のない負荷の場合、

ゼロとなるため不要となる項目）

Regulation (Reg)
LFC相当

Synch Reserve (SR)
10分応動・系統連系

Non-Synch Reserve (NSR)
10分応動・非系統連系

Secondary Reserve (SecR)
30分応動

緊急時の調整力
(Reserve)

平常時の調整力
(Regulation)

出所）PJM, “Energy and Ancillary Service Co-Optimization Formulation” （2022年1月1日） をもとに作成
https://www.pjm.com/-/media/markets-ops/energy/real-time/real-time-energy-and-ancillary-service-co-optimization-formulation.ashx

https://www.pjm.com/-/media/markets-ops/energy/real-time/real-time-energy-and-ancillary-service-co-optimization-formulation.ashx


28論点１：二次②、三次①の商品集約（インセンティブ設計）（５／５）

◼ 最後に、“精算”パートにおいて、グループAに対してインセンティブを付与すべきかについて検討を行った。

◼ 米PJMにおける“精算”パートのインセンティブ付与方法を踏まえると、グループAに対する精算額にインセンティブ定数
を乗ずる方法が一案として考えられるところ。

➢ グループAリソース精算額 ＝ 約定量 × 約定単価 × インセンティブ定数

◼ 一方、グループAへのインセンティブは、前述の“約定”パートでの優先約定で十分とも考えられるところ、調整力調達
コストが不必要に増大する懸念等もあることから、“精算”パートにおけるインセンティブ付与については、同時市場に
おけるΔkW価格決定方法の検討も踏まえながら、必要に応じて検討することとしてはどうか。

“精算”パート

“約定”パート

グループAに対する精算額にインセン
ティブ定数を乗じて精算

グループAのリソースを優先的に約定

リソースの中間点評価をもとに
Performance Scoreを算出※1

※1 制御指令から5分後（次期中給システムにおけるEDCの指令間隔）を中間点として設定し、中間点における応動実績量
（指令ΔkWに対する応動実績量のパーセンテージ）に応じて0~1.0で算出。

※2 精算パートにおけるインセンティブ付与については、同時市場におけるΔkW価格決定方法の検討も踏まえながら、必要に応じて検討。

＜三次①インセンティブ案（イメージ）＞

※2

Performance Scoreをもとにグループ分け
グループA：Performance Score≧0.5
グループB：Performance Score＜0.5
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1. 前回議論の振り返りと論点の整理

2. 各論点の検討
論点１：二次②、三次①の商品集約
論点２：三次①インセンティブ案、三次②の商品集約
論点３：一次、二次①の商品集約
論点４：二次①、二次②の商品集約

3. まとめ

目次



30論点２：三次①インセンティブ案と三次②の商品集約（１／４）

◼ 前回議論を踏まえると、三次①インセンティブ案と三次②の商品集約については、要件の統一が図れるか、また何に
対してインセンティブを付与するか等が論点として考えられる。

出所）第55回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会（2023年11月9日）資料2をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/chousei_sagyokai_55_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/chousei_sagyokai_55_haifu.html


31論点２：三次①インセンティブ案と三次②の商品集約（２／４）

◼ 三次①インセンティブ案に三次②取り入れる案（以下「三次インセンティブ案」という。）とする場合、要件は広く
（緩く）設定することが基本と考えると、三次②における要件をベース（最低要件）としたうえで、周波数品質への
影響を軽減するインセンティブ設計とすることが考えられる。

◼ この点、三次①と三次②の要件差の一つである「応動時間」については、最低要件を三次②要件（60分以内）に
合わせつつ、論点1のPerformance Scoreの考え方を適用することで、周波数品質維持が可能と考えられる。

◼ この場合、周波数品質維持の観点から、中間点の設定値については、三次①インセンティブ案と同じく「制御指令の
5分後（Performance Scoreに基づいたグループ分けも同基準）」のままとすべきか。

＜中間点設定および応動時間要件のイメージ＞

時間

出力
中間点指令

Performance Score = 0.083

5分

応動時間要件

60分

応動実績

グループBに分類



32論点２：三次①インセンティブ案と三次②の商品集約（３／４）

◼ 他方、三次①・三次②の要件差である「指令間隔」・「監視間隔」については、三次①要件に合わせることとした場合
であっても、リソースに求められる応動（指令に対して60分以内に応動）は変わらないことから、現行の三次②に
参入しているリソースにとって障壁にはならないと考えられる。

◼ また、専用線・簡易指令システムにおける通信設備要件や基本的な設備構成は、現行の商品区分に依らず、同一
であることから、送信側・受信側ともに「指令間隔」・「監視間隔」変更における設備面の障壁もないと考えられる。

◼ 上記を踏まえ、「指令間隔」・「監視間隔」については、三次①要件に合わせることとしてはどうか※。

◼ なお、「指令間隔」を三次①要件に合わせた場合、三次インセンティブ案のリソースに対しては、EDC信号に基づいた
共通の指令を発信することとなるため、 「指令・制御」要件については、三次①要件の「オンライン（EDC）」に統一
されることとなる。

＜指令間隔が30分の場合（三次②要件）＞

指令(10)

時間

出力 30分

＜指令間隔が5分の場合（簡易指令時の三次①要件）＞

時間

出力

10

指令(10)

10

30分

リソースに求められる
応動は変わらない

【凡例】
応動実績
制御指令
落札ブロック

【凡例】
応動実績
制御指令
落札ブロック

※ リクワイアメント・アセスメントについては別途検討。



33（参考） 通信設備に関する要件

出所）取引ガイド（全商品）2023年12月1日 第3版をもとに作成
https://www.tdgc.jp/jukyuchoseishijo/outline/docs/guide_231201r.pdf

https://www.tdgc.jp/jukyuchoseishijo/outline/docs/guide_231201r.pdf


34論点２：三次①インセンティブ案と三次②の商品集約（４／４）

◼ ここまでの論点１、２における検討を整理すると、三次インセンティブ案（二次②、三次①、三次②集約商品）に
おける商品要件は以下のとおり。

◼ また、三次インセンティブ案における要件は、GC以降の残余需要予測誤差に対応する調整力（EDC領域）要件
となるが、前日～GCの残余需要予測誤差に対応する予備力の要件についても、予備力と調整力の商品としての
連続性を踏まえると、三次インセンティブ案と同一要件になると考えられる。

項目 三次インセンティブ案 要件イメージ※

指令・制御 オンライン（EDC信号）

監視 オンライン

回線 専用線 または 簡易指令システム

入札時間単位 30分

応動時間 60分以内

継続時間 30分

並列要否 任意

指令間隔 専用線：数秒～数分 簡易指令システム：５分

監視間隔 専用線：1～5秒程度 簡易指令システム：1分

供出可能量（入札量上限） 60分以内に出力変化可能な量（オンラインで調整可能な幅を上限）

最低入札量 1MW

刻み幅（入札単位） 1kW

上げ下げ区分 上げ／下げ

※2026年度以降の要件として記載
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1. 前回議論の振り返りと論点の整理

2. 各論点の検討
論点１：二次②、三次①の商品集約
論点２：三次①インセンティブ案、三次②の商品集約
論点３：一次、二次①の商品集約
論点４：二次①、二次②の商品集約

3. まとめ

目次



36論点３：一次、二次①の商品集約（１／２）

◼ 前回議論を踏まえると、一次と二次①の商品集約については、要件の統一が図れるか、一次オフライン枠の取り扱い
等が論点として考えられるところ。

◼ この点、過去の調整力公募における電源Ⅰ-a（周波数調整機能）が、一次と二次①の機能を包含していたとも
いえることから、まずもって調整力公募における考え方・運用等について確認を行った。

出所）第55回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会（2023年11月9日）資料2をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/chousei_sagyokai_55_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/chousei_sagyokai_55_haifu.html


37論点３：一次、二次①の商品集約（２／２）

◼ 過去の調整力公募（電源Ⅰ-a）においては、GF機能は具備のみを求めている（ΔkWとして確保はしていない）
ことから、運用断面でGF機能が活用できない虞があったとも考えられる。

◼ この点、調整力公募（電源Ⅰ-a）は、年間の長期契約を前提としたkW確保契約であると考えられ、実際の運用
においては、電源Ⅱ契約（追加起動・持ち替え）を活用してΔkWを確保していたことから、運用断面でGF機能が
活用できない等の問題は生じなかったと考えられる。

◼ 他方、2024年度以降の需給調整市場や同時市場においては、短期契約を前提としたΔkW確保契約になることを
踏まえると、調整力公募における電源Ⅰ-a（kW確保契約）を参照し、同時市場（ΔkW確保契約）の商品
要件としてGF機能の具備のみを求めることは不自然と考えられるか。

◼ また、第85回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会（2023年4月19日）において、沖縄エリアにおける
電源Ⅰ-aの要件を、将来的にGF・LFC必要量を確実に確保する観点から、電源Ⅰ-a（GF機能）と電源Ⅰ-a
（LFC機能）に細分化すると整理された経緯もある。

◼ 上記の経緯、ならびに一次オフライン枠の取り扱いといった課題もあることも踏まえると、一次・二次①の商品集約に
ついては実施しない方向性が合理的と考えられるのではないか。



38（参考） 調整力公募（電源Ⅰ-a）の細分化

出所）第85回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会（2023年4月19日）資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2023/chousei_jukyu_85_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2023/chousei_jukyu_85_haifu.html
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1. 前回議論の振り返りと論点の整理

2. 各論点の検討
論点１：二次②、三次①の商品集約
論点２：三次①インセンティブ案、三次②の商品集約
論点３：一次、二次①の商品集約
論点４：二次①、二次②の商品集約

3. まとめ

目次



40論点４：二次①、二次②の商品集約

出所）第55回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会（2023年11月9日）資料2をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/chousei_sagyokai_55_haifu.html

◼ 前回議論において、二次①・二次②の商品集約について、揚水や蓄電池の経済的活用の観点から、その他の論点
と並行して検討を進めてはどうかとご示唆をいただいたところ。

◼ この点、同時市場移行後はリソース並列を要件として定める必要がなくなることから、二次①・二次②を集約せずとも、
揚水や蓄電池等の二次①での活用（経済的活用）は可能と考えられる。

◼ また、ここまでの議論において、二次②が三次インセンティブ案に包含される（できる）ことを踏まえると、そもそも集約
対象の商品（二次②）が存在しなくなるため、二次①・二次②の集約（論点）自体が不要となるか。

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/chousei_sagyokai_55_haifu.html
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1. 前回議論の振り返りと論点の整理

2. 各論点の検討

3. まとめ

目次



42まとめ

◼ 第55回本作業会（2023年11月9日）における議論等を踏まえ、同時市場における「商品区分の見直し」に係る
残論点について深掘り検討を行った結果は以下のとおり。

二次②

二次①

一次

三次①

三次②

現行商品区分

調整力公募（電源Ⅰ-a）における考え方との整合や、一次
オフライン枠の取り扱いといった課題があることを踏まえ、商品
集約については実施しない方向性としてはどうか。

同時市場において、並列要件が不要となることから、二次①・
二次②を集約せずとも、揚水や蓄電池等の経済的活用は
可能と考え、集約しないこととしてはどうか。

中間点評価によるPerformance Scoreに基づき、グループ
分けを実施し、より性能の高いグループに対して、優先約定の
インセンティブを付与することで、周波数品質維持を図りながら
3商品を集約することとしてはどうか。

対応事象

時間内変動

需要予測誤差

再エネ予測誤差

検討結果（まとめ）


